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はじめに
今回の科学研究費の援助により、遺伝子治療を行うにあったって必須の知識である、
ビリルビン UDP-グルクロン酸転移酵素遺伝子のプロモーター領域の解析を進めること
が出来た。その結果、本酵素遺伝子がどのような転写因子の制御を受けているのかを明か
にすることができた。転写調節についてはさらに詳細な解析を続行している。一方、患者
の遺伝子解析により日本のCrlgler-Najjar症候群およびGilbert症候群の遺伝子異常の
実体が明かになった。その過程で優性遺伝をするCrigler-NaJjar症候群患者を発見した。
そして、この患者の黄痘の発症の仕組みに関する考察より、本酵素がサプユニット構造
(4量体を形成)をとることが推定された。現在この仮説を検証する実験も行っている。
この仮説からはUDP-グルクロン酸転移酵素欠損症の遺伝子治療を行うに当たって、導入
すべき遺伝子の量がサプユニットを形成しないと仮定した場合よりも、より多く (16倍
量)必要であることが示唆されている。
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